












要旨:小児糖尿病、特にインスリン依存性糖尿病(IDDM)の治療における精神的援助の重要

性は従来より指摘されているが、実際の問題の解決は容易ではない。今回、インスリン治

療中に養護学校通学を目的に紹介された症例を検討した結果、1)患児の疾患の受容、2)親

子関係、3)外来における疾患管理、(4)不登校を含む社会的対応、等の問題が複雑に交錯

しており、特に食行動の異常を合併した症例への対応には小児科医と児童精神科医との連

携が必要であった。 IDDM 患児の生活の質(QOL)を今後さらに向上させるためには、治療

早期からの児童精神科医や臨床心理士による精神的援助や学校関係者との良好な協力体制

の確立、保健所等の行政機関による啓蒙活動や保健活動の推進がより一層求められる。


